
○鳥取県警察職員の名札着用に関する要領の制定について(例規通達) 

(平成13年4月16日鳥務例規第2号) 

改正 令和3年3月5日鳥務例規第5号 

各所属長 

 鳥取県警察職員(以下「職員という。)の職務執行における責任の明確化を図るため、別

添のとおり「鳥取県警察職員の名札着用に関する要領」を制定し、平成13年6月1日か

ら施行することとしたので、適切な運用に努められたい。 

 記 

1 制定の趣旨 

 警察刷新会議の「緊急提言」を受け、国家公安委員会及び警察庁においては「警察改革

要綱」を策定し、職務執行における責任の明確化のための方策として、窓口職員の名札着

用を掲げているところであるが、本県警察においても同趣旨を踏まえ、名札の着用を実施

することとした。 

2 要点 

(1) 着用対象者は、受付業務、各種相談・証明・許可事務等県民と接することが予定さ

れる業務のうち、警察本部長が定める22の業務に従事する者とした。 

 また、幹部職員については、窓口業務に関する苦情処理時は名札を着用することとした。

(第3関係) 

(2) 名札着用に関する責任者を警務部警務課長とした。（第7関係) 

(3) 名札は個人保管とした。ただし、退職等により職員の身分を失ったときは、警務部

警務課等に返納するものとした。(第7関係) 

 

別添 

   鳥取県警察職員の名札着用に関する要領    

第 1 目的 

この要領は、鳥取県警察における名札の着用に関して必要な事項を定めることを目

的とする。 

第2 名札の制式 

名札の制式については、別紙1のとおりとする。 

第3 着用対象者 

1 受付業務、各種相談・証明・許可事務等警察本部長が定める別紙２に掲げる業務に従

事する警察職員（会計年度任用職員及び臨時的任用職員を含む。以下「職員」とい

う。）は、警察施設内（交番及び駐在所を除く。）において県民と応対する場合にお

いて、名札を着用するものとする。ただし、職員が当直勤務（宿直勤務、日直勤務を

いう。）に従事するときは、この限りでない。 



2 責任者として県民と応接することの多い幹部職員については、率先して名札を着用す

るよう努めること。特に、名札着用業務における職員の応対について苦情の申し出が

なされた場合に、当該業務の窓口において苦情の申出人と応対するときは、名札を着

用すること。 

第4 庁舎外における着用 

部外者が同席する会議及び各種出張相談等については、庁舎外であっても積極的な

名札の着用に努めること。 

第5 着用位置 

名札は、制服勤務時には制服上衣右ポケットの上端上部の位置（脱着が頻繁な業務

にあっては、右胸ポケット上蓋に装着することも可とする。）に、私服勤務時には背

広等の左胸ポケットの位置にそれぞれ着用し、他から容易に識別できるように配意す

ること。 

第6 着用報告 

所属長は、所属の名札着用業務従事者が異動したときは、名札着用業務従事者等報

告書（様式第１号）により着用者として窓口業務に従事する者（代理として従事する

者を含む。）を報告すること。 

第7 着用に関する責任者及び管理等 

1 名札着用に関する責任者を警務部警務課長（以下「警務課長」という。）とする。 

2 名札の管理は個人保管とする。 

なお、異動等により窓口業務の担当を離れた場合も引き続き管理するものとする。 

3 退職等により職員の身分を失ったときは、警務課長に返納するものとする。 

第8 名札の変更等の場合の措置 

1 職員は、改姓により名札の変更が必要な場合又は名札を亡失し、若しくは名札を損傷

した場合は、すみやかに所属長に報告するものとする。 

2 所属長は、所属職員から1の報告を受けたときは、名札変更・亡失・損傷報告書（様

式第2号）により、警務課長に報告するものとする。 

別添 

別紙1 

[別紙参照] 

別紙2 

[別紙参照] 

様式第1号 

[別紙参照] 

様式第2号 



[別紙参照] 



別紙１ 

 

 

 

１ 形状及び寸法 上記のとおりとする。 

２ 材質     金属と塩化ビニル製樹脂をはり合わせたものと

する。 

３ 表示内容   鳥取県警察の「シンボルマーク」を青色で表示

し、姓を漢字及び英字で黒色で示す。 

字は丸ゴシックとする。 

４ 留め具    回転両用クリップとする。 

 

 

 



別紙２  

名  札  着  用  業  務 

１ 庁舎の受付業務 

２ 情報の公開に関する事務 

３ 遺失・拾得物の届出受理及びその還付に関する事務 

４ 被留置者に対する接見申出受理及び差入等物品の授受に関する事務 

５ 警察総合相談、警察安全相談及び公聴に関する事務 

６ 防犯対策に関する事務 

７ 情報セキュリティーの相談 

８ 警備業、古物営業及び質屋営業の許可、届出、申請等に関する事務 

９ 少年相談 

10 危険物の運搬の届出に関する事務 

11 風俗営業の許可等に関する事務 

12 鉄砲又は刀剣類所持の許可、火薬類運搬の届出並びに猟銃用火薬類等の譲渡、譲受、

輸入及び消費の許可に関する事務 

13 部外者が同席する会議、会合等への出席 

14 道路交通法に規定する通告に関する事務 

15 交通事故相談 

16 交通規制の対象から除く車両の標章の交付に関する事務 

17 通行許可、設備外積載の許可及び道路使用許可に関する事務 

18 駐車許可及び自動車保管場所証明に関する事務 

19 運転免許証の発給、更新、再交付及び記載事項変更に関する事務 

20 海外渡航者等からの申請に基づく証明書発給に関する事務 

21 警察本部における暴力団関係相談 

22 窓口対応の責任者等 



様式第１号  

 

名札着用業務従事者等報告書 

 

所属（         ） 

 

番号 分 掌 氏        名 姓 の 英 字 名札所持の有無 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

 

 

 



様式第２号  

第      号 

年   月   日 

 

 警 務 課 長   殿 

 

所 属 長      

 

名 札 変 更 ・ 亡 失 ・ 損 傷 報 告 書 

報 告 区 分 変 更 ・ 亡 失 ・ 損 傷 

変更・亡失・損傷者の官職 

氏名 

 

 

 

 

変更する場合（姓の英字：        ） 

亡 失 ・ 損 傷 の 概 況            

 

備          考 

 

１ 報告区分は該当するものに〇をすること。 

２ 改姓により名札の変更が必要な場合又は名札を損傷した場合は、貸与されている名札

を当該報告書と併せて返納すること。 
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